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栄
養
塩
不
足
が
原
因
か
【
毎
日
１

月
２
２
日
】
全
国
一
の
ノ
リ
産
地

で
あ
る
佐
賀
県
の
有
明
海
で
、
重

度
の
色
落
ち
が
起
き
た
と
し
て
、

部
の
漁
業
者
が
今
季
の
養
殖
を
断

念
し
、
養
殖
網
の
撤
去
を
始
め
た
。

色
落
ち
は
昨
年
末
か
ら
続
く
栄
養

塩
不
足
が
原
因
。
例
年
よ
り
１
カ

月
半
も
早
い
終
了
に
、
漁
業
者
か

ら
は
生
活
不
安
に
加
え
、
ノ
リ
養

殖
自
体
の
危
機
を
訴
え
る
声
も
出

て
い
る
。 

有
明
海
の
栄
養
塩
不
足
が
起
き

た
の
は
、
昨
年
１
２
月
下
旬
。
栄

養
塩
を
食
べ
る
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
が
増
え
た
こ
と
が
原
因
で
、
有

明
海
西
南
部
で
は
養
殖
網
の
張
り

込
み
が
再
三
延
期
さ
れ
た
。
栄
養

塩
量
は
そ
の
後
も
回
復
せ
ず
、
色

落
ち
被
害
は
拡
大
し
て
い
る
と
い

う
。 網

の
撤
去
を
始
め
た
の
は
、
同

県
南
部
の
太
良
町
大
浦
地
区
。
２

１
日
に
撤
去
し
た
大
鋸
（
お
お
が
）

武
浩
さ
ん
（
３
９
）
の
網
に
は
、

色
落
ち
し
て
黄
色
く
な
っ
た
ノ
リ

が
付
い
て
い
た
。
ノ
リ
は
例
年
な

ら
１
枚
１
０
円
以
上
の
単
価
が
付

有明海 ノリ色落ち深刻 

よ み が え れ ！  
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よ
み
が
え
れ
！
有
明
海
・
国
会
通
信 

人
な
ど
潮
受
け
堤
防
と
は
無
関
係
地
域
に

集
中
し
て
い
る
、 

ら
１
枚
１
０
円
以
上
の
単
価
が
付
く
が
、

色
落
ち
し
た
も
の
は
２
円
程
度
。
「
採
算

に
合
わ
ず
、
今
季
は
あ
き
ら
め
ざ
る
を
得

な
い
」
と
大
鋸
さ
ん
。
「
冬
場
に
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
が
増
え
る
の
は
お
か
し
い
」
と
表

情
を
曇
ら
せ
た
。 

 

佐
賀
県
内
の
ノ
リ
漁
業
者
は
今
月
７

日
、
国
営
諫
早
湾
干
拓
事
業
の
潮
受
け
堤 
養
殖
網
の
一
部
撤
去
始
ま
る 

 
１２月下旬からの養殖網張込が延期された地域（佐賀新聞） 

諫
早
開
門
調
査 

民
主
党
に
実
施
要
請 

【
佐
賀
１
月
１
６
日
】
国
営
諫
早
湾
干

拓
事
業
の
潮
受
け
堤
防
排
水
門
の
開
門

調
査
に
つ
い
て
、
古
川
康
佐
賀
県
知
事

は
１
５
日
、
国
会
内
で
民
主
党
の
広
野

た
だ
し
、
佐
藤
公
治
両
副
幹
事
長
と
面

談
し
、
早
期
実
施
や
実
務
レ
ベ
ル
の
意

見
交
換
の
場
の
設
置
、
問
題
解
決
へ
向

け
農
水
省
が
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と

を
要
請
し
た
。 

 

赤
松
広
隆
農
相
が
求
め
た
佐
賀
、
長

崎
の
知
事
同
士
の
協
議
を
昨
年
末
に
実

施
し
、
そ
の
結
果
報
告
と
要
請
書
を
小

沢
一
郎
幹
事
長
あ
て
に
提
出
し
た
。
佐

賀
県
選
出
の
大
串
博
志
財
務
政
務
官
、

川
崎
稔
参
院
議
員
も
同
席
し
た
。 

古
川
知
事
は
タ
イ
ラ
ギ
が
１
３
年
ぶ

り
に
豊
漁
の
一
方
、
ノ
リ
が
取
れ
な
く

な
る
な
ど
不
安
定
な
海
況
が
長
く
続
い

て
い
る
こ
と
を
説
明
。「
干
拓
や
排
水
門

締
め
切
り
が
原
因
の
一
端
と
す
れ
ば
、

ど
れ
ぐ
ら
い
の
影
響
が
あ
る
の
か
き
ち

ん
と
評
価
し
な
い
と
再
生
に
つ
な
が
ら

な
い
。
県
民
の
一
致
し
た
願
い
」
と
訴

え
た
。 

 

干
拓
地
農
家
や
背
後
地
住
民
が
抱
え

る
不
安
を
解
消
す
る
対
策
事
業
も
同
時

に
求
め
、
開
門
で
発
生
す
る
干
拓
地
の

農
業
用
水
確
保
は
た
め
池
造
成
な
ど
の

対
応
策
を
挙
げ
た
。 

 

副
幹
事
長
側
は
開
門
調
査
の
総
費
用

な
ど
を
尋
ね
た
。 

防
か
ら
出
る
排

水
が
栄
養
塩
不

足
の
原
因
と
し

て
、
排
水
の
制
限

な
ど
を
求
め
る

大
規
模
な
海
上

デ
モ
を
実
施
し

て
い
る
。
（
写
真

は
１
月
７
日
、
佐

賀
県
の
ノ
リ
養

殖
業
者
に
よ
る

海
上
抗
議
行
動
） 

 


